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１．第２回意見聴取の概要
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１.意見聴取の概要

○回収率向上に向け、自治体や観光地等において道路利用者へアンケートを実施。
○山陰道(須子～田万川)アンケート調査ポータルサイトを作成して、WEBアンケート調査も実施。

■道の駅、自治体等で
道路利用者アンケート票の常設

■道の駅でのインタビュー調査

■WEBアンケート調査ポータルサイトの作成

（令和元年5月25（土）、 29（水））

■WEBアンケートページの作成

ポスターを
設置

投函箱を
設置

ｱﾝｹｰﾄを
設置

ポータルサイト

バナーを掲載

区
分

番
号

評価のポイント

案Ａ 案Ｂ 案C

須子～小浜間を最短で結びつつ
萩・石見空港へのアクセス性を優先したバイパス案

須子～小浜間を短く結びつつ
産業拠点（石見臨空ファクトリーパーク・国営農地）への

アクセス性も考慮したバイパス案

須子～小浜間の
産業拠点（石見臨空ファクトリーパーク・国営農地）への

アクセス性を優先したバイパス案

延長 約７.５ｋｍ 延長 約８.０ｋｍ 延長 約９.５ｋｍ

道
路
整
備
に
よ
る
効
果
・改
善
点

① 通行止め時の代替路が確保できること。 通行止め時の代替路が確保できる 通行止め時の代替路が確保できる 通行止め時の代替路が確保できる

② 交通の安全性が向上できること。 交通の安全性が向上する 交通の安全性が向上する 交通の安全性が向上する

③
主要な産業拠点（石見臨空ファクトリーパー
ク・国営農地）への速達性が向上できること。

■時間短縮
石見臨空ﾌｧｸﾄﾘｰﾊﾟｰｸ：短縮無し（萩方面） 短縮無し（益田方面）
国営農地 ：短縮無し（萩方面） 短縮無し（益田方面）

■時間短縮
石見臨空ﾌｧｸﾄﾘｰﾊﾟｰｸ：短縮無し（萩方面） 約１分短縮（益田方面）
国営農地 ：短縮無し（萩方面） 約１分短縮（益田方面）

■時間短縮
石見臨空ﾌｧｸﾄﾘｰﾊﾟｰｸ：約３分短縮（萩方面） 約６分短縮（益田方面）

国営農地 ：短縮無し （萩方面） 約２分短縮（益田方面）

④
観光拠点（萩・石見空港）及び観光地間（益田
～萩間）の速達性が向上できること。

■時間短縮
萩・石見空港：約６分短縮（萩方面） 短縮無し（津和野方面）
益田～萩間 ：約２分短縮

■時間短縮
萩・石見空港：約２分短縮（萩方面） 短縮無し（津和野方面）
益田～萩間 ：約３分短縮

■時間短縮
萩・石見空港：約１分短縮（萩方面） 約１分短縮（津和野方面）
益田～萩間 ：約２分短縮

⑤ 救急医療機関へ早く、確実に搬送できること。

■時間短縮
下田万地区：約２分短縮
中西地区 ：短縮無し

■確実性 ：優れる

■時間短縮
下田万地区：約２分短縮
中西地区 ：約２分短縮

■確実性 ：優れる

■時間短縮
下田万地区：約１分短縮
中西地区 ：約２分短縮

■確実性 ：優れる

配
慮
す
べ
き
事
項

⑥
大気質や騒音等の生活環境への影響が改
善すること。

交通の転換により、現道の沿道環境は改善が見込まれる 交通の転換により、現道の沿道環境は改善が見込まれる 交通の転換により、現道の沿道環境は改善が見込まれる

⑦ 自然環境への影響が小さいこと。 重要な自然環境を概ね回避するため影響は小さい 重要な自然環境を概ね回避するため影響は小さい 重要な自然環境を概ね回避するため影響は小さい

⑧ 移転等が必要な家屋が少ないこと。 家屋移転は少ない（７件） 家屋移転は少ない（６件） 家屋移転は少ない（６件）

⑨ 集落との連絡性に優れること。
小浜地区からの連絡性に優れる（小浜ＩＣまで約１分）
中西地区からの連絡性に劣る（小浜ＩＣまで約６分）

小浜地区の連絡性に優れる（小浜ＩＣまで約１分）
中西地区の連絡性に劣る（中間ＩＣまで約４分）

小浜地区の連絡性に優れる（小浜ＩＣまで約１分）
中西地区の連絡性に優れる（中間ＩＣまで約２分）

⑩ 工事中の交通規制等が少ないこと。
・現道での交通規制が多い
・萩・石見空港の空港施設への配慮が必要

現道の交通規制が少ない 現道の交通規制が少ない

⑪ 建設に要する費用が少ないこと。 約２７０～３２０億円 約３４０～３９０億円 約２９０～３４０億円

⑫ 維持管理に要する費用が少ないこと。 維持管理費は増加するが案Bより少ない 維持管理費が最も増加する 維持管理費は増加するが案Bより少ない
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１.意見聴取の概要

○回収率向上に向け、広報誌への案内掲載や新聞広告を行うとともに、ケーブルテレビによる広報を実施。

■広報誌（市報）

■ケーブルテレビ

■新聞広告



＜アンケート配布範囲＞
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■意見聴取の内容
■調査期間
平成31年3月～令和元年6月

■配布方法
①住民は全戸配布、企業は郵送配布
②上記以外は市町役場や道の駅等への
アンケート用紙の設置

③HP上でのWEBアンケート

■対 象：
下表の通り

※配布数は地域住民アンケート

１.意見聴取の概要

【 質 問 票 】

質問１ 今回、別線バイパス３ルート帯（案）を検討していますが、地域にとって望ましい案
を考える際に、何が重要と思いますか。
以下の重視すべき項目①～⑬から特に配慮すべき（重要）と思われる項目につい

て最大３つまで選んで頂き、番号とその理由や内容をお書き下さい。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

通行止め時の代替路が確保できること。

交通の安全性が向上できること。

主要な産業拠点（石見臨空ファクトリーパーク・国営農地）への速達性が向上できること。

観光拠点（萩・石見空港）及び観光地間（益田～萩間）の速達性が向上できること。

救急医療機関へ早く、確実に搬送できること。

大気質や騒音等の生活環境への影響が改善すること。

自然環境への影響が小さいこと。

移転等が必要な家屋が少ないこと。

集落との連絡性に優れること。

工事中の交通規制等が少ないこと。

建設に要する費用が少ないこと。

維持管理に要する費用が少ないこと。

その他（上記以外で重視すべき項目についてご自由にお書き下さい）

質問２ 道路整備をすることによる懸念事項や配慮した方が良いと思う事項（周辺への
影響、経済性、拠点等）について意見などありましたら、ご自由にお書き下さい。

提示した須子～小浜間の対策案（別線バイパスルート帯案）に対して、みなさまが配慮
すべき（重要）と思う事項等についてご意見をいただき、対策案決定の参考にいたします。

【 質 問 票 】
（回答はがきに記載してください）

■質問内容

益田市 旧益田市 約19,900世帯

旧田万川町

旧須佐町

住民アンケート全戸配布エリアに本店・支店・営業所のある企業 約1,900社

常設 道の駅、官公庁等 39箇所

道の駅

観光地

住民アンケート（全戸配布・郵送）：約22,300世帯

事務所アンケート（郵送）：約1,900社

道路利用者アンケート（郵送）：39箇所

道路利用者アンケート（ヒアリング）：道の駅14箇所、観光地5箇所

道路利用者アンケート（WEB）

萩市

萩・石見空港、万葉公園、グラントワ、太鼓谷稲荷神社、松陰神社

自治体

警察署・消防署・病院（2次医療施設）

農協

約2,400世帯

地域外企業

漁協

森林組合

商工会議所

観光協会

浜田河川国道事務所のHPにWEBアンケートを掲載

地元企業（農業・畜産業・林業・観光業）

工業団地（石見臨空ファクトリーパーク）

ドライバー（運送会社・バス会社）

ヒアリング：54団体・観光地5箇所（島根県、山口県、益田市、萩市、阿武町）

ゆうひパーク浜田、ゆうひパーク三隅、サンエイト美都、シルクウェイにちはら、津和野温泉なごみの里、匹見
峡、阿武町、萩往還、あさひ、ゆとりパークたまがわ、ハピネスふくえ、萩しーまーと、うり坊の郷ｋａｔａｍａｔａ、
萩・さんさん三見
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２．第２回意見聴取の結果



益田市

3,556件

55%
萩市

990件

15%

阿武郡阿武町

78件

1%

長門市

27件

0%

浜田市

394件

6%

その他

1,331件

21%

不明

103件

2%

合計

6,479件

7

２.第２回意見聴取の結果
１）属性①

○住民約2,400人、道路利用者約3,300人、事業所約360社、WEB約470人から合計約6,500件の意見聴取を実施。
○回答者のうち、益田市からの回答が約6割を占める。
○回答者のうち性別は約7割が男性であり、年代としては50代までが約5割を占める。

回答者住所

回答者性別 回答者年齢

アンケート回収状況

男性

4,520件

70%

女性

1,829件

28%

不明

130件

2%

合計

6,479件

県内

4,383件

68%

県外

1,993件

31%

不明

103件

1%

住民

1,961件

30%

事業所

310件

5%

道路利用者

1,720件

27%

WEB

392件

6%

住民

381件

6%

事業所

47件

1%

道路利用者

1,484件

23%

WEB

81件

1%

回答数

6,479件

10代

32件

1%

20代

329件

5%

30代

634件

10%

40代

1,128件

17%

50代

1,315件

20%

60代

1,410件

22%

70歳以上

1,375件

21%

不明

256件

4%

合計

6,479件

※県内は島根県内である



益田市

185件

39%

萩市

18件

4%

浜田市

64件

14%

その他

206件

43%

不明

1件

0%

WEB
474件

益田市

1,115件

34%

萩市

546件

16%

阿武郡阿武町

78件

2%

長門市

27件

1%

浜田市

324件

10%

その他

1,114件

34%

不明

90件

3%

道路利用者

3,294件

益田市

301件

84%

萩市

47件

13%

浜田市

4件

1%

その他

5件

1%
不明

2件

1%

事業所

359件

益田市

1,955件

83%

萩市

379件

16%

浜田市

2件

0%

その他

6件

0%

不明

10件

1%

住民
2,352件益田市

3,556件

55%
萩市

990件

15%

阿武郡阿武町

78件

1%

長門市

27件

0%

浜田市

394件

6%

その他

1,331件

21%

不明

103件

2%

合計

6,479件
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２.第２回意見聴取の結果
１）属性②

○回答者のうち、益田市からの回答が約6割を占める。

回答者住所

阿武町

益田市
3,556件（55％）

阿武町
78件（1％）

益田市

須子～田万川

萩市
990件（15％）

島根県

山口県

萩市

阿武町

須子～小浜小浜～田万川

長門市
27件（0％）

浜田市
394件（6％）

その他
1,331件（21％）

不明
103件（2％）

N=6,479

100件以下

100～500件

501～1000件

1000件以上



益田市⇒益田市

540

23%

萩市⇒益田市

404

17%

益田市⇒萩市

（旧田万川町)

358

16%

益田市⇒萩市

（旧萩市）

246

11%

益田市⇒萩市

（旧須佐町）

99

4%

その他

668

29%

買い物

2,315件

益田市⇒萩市

（旧田万川町)

398

21%

益田市⇒萩市

（旧萩市）

382

21%益田市⇒益田市

196

11%益田市⇒萩市

（旧須佐町）

121

7%

益田市⇒阿武町

98

5%

その他

657

35%

観光・レジャー

1,852件

ほぼ毎日

42件

9%

週2～3回程度

32件

7%

月2～3回程度

145件

30%

ほとんど利用

しない

207件

44%

利用したこと

がない

42件

9%

不明

6件

1%

WEB

474件

ほぼ毎日

391件

12%
週2～3回程度

279件

8%

月2～3回程度

831件

25%

ほとんど利用

しない

1,481件

45%

利用したこと

がない

249件

8%

不明

63件

2%

道路利用者

3,294件

ほぼ毎日

87件

24%

週2～3回程度

90件

25%

月2～3回程度

122件

34%

ほとんど利用

しない

49件

14%

利用したことが

ない

4件

1%

不明

7件

2%

事業所

359件

ほぼ毎日

479件

20%

週2～3回程度

464件

20%月2～3回程度

937件

40%

ほとんど利用

しない

416件

18%

利用したこと

がない

23件

1%

不明

33件

1%

住民

2,352件

953

646

393

293

313

5

567

442

243

305

131

1

37

69

64

32

15

1

0 500 1000 1500 2000

買い物

観光・レジャー

仕事

通勤

その他

通学

住民

道路利用者

WEB
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３．第２回意見聴取の結果
１）属性③

○回答者のうち8割以上が当該区間（須子～田万川）を「月2～3回以上利用している」と回答。
○住民と道路利用者の利用目的は「買い物」「観光・レジャー」の割合が高い。

利用目的

利用頻度

■高頻度利用者の利用目的 ■目的別のＯＤ内訳（N=4,510）

※住民アンケート、道路利用者アンケート及びWEBアンケートのうち
「ほぼ毎日」「週2～3回程度」「月2～3回程度」の回答を集計

※利用目的と目的地を複数回答している場合は、組合せが不明のため双方の組合せを集計しているため、
左記利用目的件数とは数が合わない。

※企業アンケート（N＝359）を除く

※住民アンケート、道路利用者アンケート及びWEBアンケートのうち
「ほぼ毎日」「週2～3回程度」「月2～3回程度」の回答を集計

※利用目的の件数は、複数回答している場合、各1票として集計
※企業アンケート（N＝359）を除く
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２.第２回意見聴取の結果
２）特に重視すべき項目

○対策案（ルート帯案）を検討する際に重視すべきだと思う事項として「④観光拠点（萩・石見空港）及び観光地間
（益田～萩間）の速達性が向上できること」の回答数が最も多いものの、道路整備による効果・改善点に挙げた項
目については大きな偏りがない傾向。
○住民、事業所、道路利用者、WEB毎に比べても、重視すべき項目は概ね同じ傾向である。

【質問1】重視すべき項目①～⑬のうち、特に重視すべきと思われる項目について、番号とその理由・内容をお書きください。

※割合は、回答者数に対する各項目回答数を示している。
※１人あたりの最大の回答件数を最大３件でカウント（１件もしくは２件しか回答していない回答者いるため回答件数の合計は回答者数の３倍とはならない）

全体
(回答者数：6,124人）

住民
(回答者数：2,100人）

事業所
(回答者数：317人）

道路利用者
(回答者数：3,234人）

WEB
(回答者数：473人）

1 通行止め時の代替路が確保できること。 35% 41% 43% 29% 47%

2 交通の安全性が向上できること。 30% 31% 32% 29% 38%

3 主要な産業拠点（石見臨空ファクトリーパーク・国営農地）への速達性が向上できること。 34% 30% 32% 36% 43%

4 観光拠点（萩・石見空港）及び観光地間（益田～萩間）の速達性が向上できること。 37% 45% 40% 29% 46%

5 救急医療機関へ早く、確実に輸送できること。 31% 38% 37% 25% 41%

6 大気質騒音等の生活環境への影響が改善すること。 4% 4% 3% 4% 1%

7 自然環境への影響が小さいこと。 11% 11% 9% 11% 8%

8 移転等が必要な家屋が少ないこと。 6% 10% 8% 4% 5%

9 集落との連絡性に優れること。 7% 9% 8% 6% 5%

10 工事中の交通規制等が少ないこと。 8% 8% 11% 9% 7%

11 建設に要する費用が少ないこと。 15% 20% 19% 11% 16%

12 維持管理に要する費用が少ないこと。 12% 16% 16% 8% 15%

13 その他 4% 4% 2% 4% 2%

道
路
整
備
に
よ
る

効
果
・
改
善
点

配
慮
す
べ
き
点

特に重視すべきと思われる項目
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３．アンケートクロス集計結果



0.5%

0.4%

0.6%

0.7%

0.5%

4.8%

2.6%

7.7%

6.4%

7.1%

0.8%

4.9%

7.9%

9.4%

6.4%

7.4%

16.0%

11.4%

2.5%

9.2%

14.2%

17.0%

15.4%

14.8%

25.2%

20.8%

3.3%

16.4%

18.0%

18.9%

38.5%

14.8%

27.3%

23.4%

2.5%

19.7%

23.6%

23.9%

15.4%

18.5%

15.3%

20.5%

3.3%

22.1%

28.4%

23.6%

15.4%

37.0%

7.4%

13.4%

6.7%

22.9%

2.7%

4.2%

1.3%

7.4%

1.8%

2.7%

64.2%

4.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

益田市

萩市

阿武郡阿武町

長門市

浜田市

その他

不明

合計

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上 不明

68.4%

68.8%

61.5%

81.5%

70.8%

74.5%

42.6%

69.5%

30.4%

29.9%

37.2%

14.8%

27.9%

22.9%

28.7%

28.6%

1.2%

1.3%

1.3%

3.7%

1.3%

2.6%

28.7%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

益田市

萩市

阿武郡阿武町

長門市

浜田市

その他

不明

合計

男性 女性 不明
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３．第２回意見聴取の結果
１）属性分析①（住所別）

○住所別年齢は、年齢構成に大きな偏りはない。
○住所別性別は、概ね男性が7割、女性3割である。

住所×年齢 住所×性別 N=6,120

※住民アンケート、道路利用者アンケート及びWEBアンケートの集計結果
※企業アンケート（N＝359）を除く

（N＝3,255）

（N＝943）

（N＝78）

（N＝27）

（N＝390）

（N＝1,326）

（N＝101）

（N＝6,120）

※住民アンケート、道路利用者アンケート及びWEBアンケートの集計結果
※企業アンケート（N＝359）を除く

N=6,120

（N＝3,255）

（N＝943）

（N＝78）

（N＝27）

（N＝390）

（N＝1,326）

（N＝101）

（N＝6,120）



62.5%

59.0%

67.1%

66.0%

71.1%

73.6%

73.5%

52.9%

69.5%

37.5%

39.5%

31.9%

33.4%

28.2%

25.0%

26.3%

15.4%

28.6%

1.5%

1.0%

0.6%

0.6%

1.4%

0.2%

31.7%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

不明

合計

男性 女性 不明

43.8%

50.0%

45.6%

46.1%

48.1%

57.6%

67.4%

35.0%

53.2%

12.5%

7.4%

14.7%

14.7%

14.9%

17.4%

16.8%

16.3%

15.4%

1.9%

0.8%

1.1%

2.4%

0.9%

0.9%

0.4%

1.3%

0.3%

0.4%

0.3%

0.4%

0.8%

0.8%

0.4%

12.5%

8.3%

10.6%

9.4%

8.5%

4.5%

1.8%

2.5%

6.4%

31.3%

32.1%

27.5%

27.2%

25.1%

18.6%

11.5%

12.5%

6.9%

0.3%

0.5%

1.0%

0.7%

0.6%

0.8%

32.5%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

不明

合計

益田市 萩市 阿武郡阿武町 長門市 浜田市 その他 不明
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３．第２回意見聴取の結果
２）属性分析②（年齢別）

○年齢別居住地は、高齢になるほど益田市の割合が高い。
○高齢になるほど、男性の回答割合が高い。

年齢×住所 年齢×性別N=6,120

（N＝32）

（N＝324）

（N＝614）

（N＝1,072）

（N＝1,240）

（N＝1,291）

（N＝1,307）

（N＝240）

（N＝6,120）

※住民アンケート、道路利用者アンケート及びWEBアンケートの集計結果
※企業アンケート（N＝359）を除く

※住民アンケート、道路利用者アンケート及びWEBアンケートの集計結果
※企業アンケート（N＝359）を除く

N=6,120

（N＝32）

（N＝324）

（N＝614）

（N＝1,072）

（N＝1,240）

（N＝1,291）

（N＝1,307）

（N＝240）

（N＝6,120）



15.2%

3.8%

8.3%

9.5%

0.1%

0.1%

0.4%

0.1%

17.7%

30.3%

24.1%

23.8%

11.9%

9.5%

12.3%

10.9%

14.7%

20.9%

21.5%

18.1%

4.1%

10.2%

7.0%

7.0%

36.3%

25.2%

26.4%

30.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代～50代

60代以上

不明

合計

通勤 通学 買い物 仕事 観光・レジャー その他 不明

17.9%

11.5%

12.1%

15.0%

10.1%

16.0%

12.5%

12.7%

27.0%

36.8%

28.8%

31.3%

38.3%

30.1%

25.4%

34.3%

5.8%

4.0%

7.1%

5.1%

0.8%

1.6%

14.2%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代～50代

60代以上

不明

合計

ほぼ毎日 週2～3回程度 月2～3回程度

ほとんど利用しない 利用したことがない 不明
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３．第２回意見聴取の結果
３）属性分析③（年齢別）

○年齢別利用頻度は、20代～50代は「ほぼ毎日利用する」割合が高い。
一方で、60代以上は「月2～3回程度以上利用する」割合が高い。

○年齢別利用目的は、20代～50代は通勤、60代以上は買い物が高い。

年齢×利用頻度 年齢×利用目的N=6,088

※住民アンケート、道路利用者アンケート及びWEBアンケートの集計結果
※N=6,088は10代を除いたもの

（N＝3,250）

（N＝2,598）

（N＝240）

（N＝6,088）

（N＝3,266）

（N＝3,005）

（N＝253）

（N＝6,524）

N=6,524

※住民アンケート、道路利用者アンケート及びWEBアンケートの集計結果
※利用目的は複数回答のため上記合計値N=6,120とは合わない



36.9%

25.4%

22.5%

8.1%

7.1%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0%

観光・レジャー

買い物

仕事

その他

通勤

通学

その他

47.9%

15.2%

15.0%

11.3%

10.5%

0.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

買い物

その他

通勤

仕事

観光・レ

ジャー

通学

萩市

31.8%

28.8%

15.6%

14.6%

9.0%

0.2%

0.0% 20.0% 40.0%

買い物

観光・レ

ジャー

仕事

通勤

その他

通学

益田市

34.5%

25.8%

15.5%

13.9%

10.2%

0.2%

0.0% 20.0% 40.0%

買い物

観光・レジャー

仕事

通勤

その他

通学

合計

ほぼ毎日

210

22%

週2～3回

192

21%月2～3回

342

36%

ほとんど利

用しない

182

19%

利用したこと

がない

6

1%

不明

11

1%

萩市

943件

ほぼ毎日

657

20%

週2～3回

520

16%

月2～3回

1,237

38%

ほとんど利

用しない

772

24%

利用したこと

がない

29

1%

不明

40

1%

益田市

3,255件

ほぼ毎日

912

15%

週2～3回

775

13%

月2～3回

1,913

31%

ほとんど利

用しない

2,104

34%

利用したこと

がない

314

5%

不明

102

2%

合計

6,120件
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３．第２回意見聴取の結果
４）利用頻度・目的分析（住所別）

○住所別の利用頻度は、萩市の利用頻度が高い。
○住所別利用目的は、全体では「買い物」が最も多く、次いで「観光・レジャー」となっており、萩市は「買い物」、「通

勤」となっている。

住所×利用頻度

住所×利用目的

N=3,088 N=960N=4,541

※住民アンケート、道路利用者アンケート及びWEBアンケートの集計結果
※利用目的は複数回答
※不明を除く

N=493

※住民アンケート、道路利用者アンケート及びWEBアンケートの集計結果
※企業アンケート（N＝359）を除く

ほぼ毎日

45

2%
週2～3回

63

3%

月2～3回

334

17%

ほとんど利用しない

1,150

60%

利用したこと

がない

279

15%

不明

51

3%

その他
1,922件



15%

19%

14%

17%

14%

14%

15%

14%

5%

13%

12%

12%

13%

14%

24%

14%

14%

17%

13%

11%

11%

11%

19%

15%

16%

19%

17%

16%

13%

14%

16%

13%

12%

18%

13%

2%

0%

2%

1%

2%

1%

2%

2%

0%

4%

3%

4%

4%

6%

3%

5%

3%

2%

3%

3%

2%

2%

0%

3%

3%

3%

4%

3%

4%

0%

3%

4%

3%

3%

3%

5%

10%

6%

7%

7%

6%

7%

4%

14%

4%

4%

5%

5%

6%

1%

0%

1%

2%

1%

2%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤

通学

買い物

仕事

観光・レジャー

その他

未回答
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３．第２回意見聴取の結果
５）特に重視すべき項目の分析①（利用目的別）

○通勤・仕事が利用目的の住民は、「③主要な産業拠点（石見臨空ファクトリーパーク・国営農地）への速達性が向
上できること」を重視する割合がやや高い。

重視すべき項目×利用目的

①通行止め時の代替路を確保できること。
②交通の安全性が向上できること。
③主要な産業拠点（石見臨空ファクトリーパーク・国営農

地）への速達性が向上できること。
④観光拠点（萩・石見空港）及び観光地間（益田～萩間）

の速達性が向上できること。
⑤救急医療機関へ早く、確実に輸送できること。

⑥大気質騒音等の生活環境への影響が改善すること。
⑦自然環境への影響が少ないこと。
⑧移転等が必要な家屋が少ないこと。
⑨集落との連絡性に優れること。
⑩工事中の交通規制等が少ないこと。
⑪建設に要する費用が少ないこと。
⑫維持管理に要する費用が少ないこと。
⑬その他

道路整備による効果・改善点

配慮すべき点

（N＝1,426）

（N＝21）

（N＝4,065）

（N＝2,153）

（N＝3,690）

（N＝1,240）

（N＝4,412）

N=17,007

※重視すべき項目、利用目的ともに複数回答



16%

13%

15%

15%

17%

15%

13%

14%

21%

17%

14%

13%

13%

13%

12%

11%

21%

22%

18%

16%

14%

13%

12%

14%

16%

13%

15%

15%

16%

16%

18%

13%

6%

11%

13%

13%

14%

13%

14%

14%

0%

2%

1%

2%

1%

1%

2%

3%

3%

3%

4%

4%

4%

5%

5%

6%

0%

3%

3%

2%

2%

3%

4%

4%

7%

2%

2%

3%

3%

3%

3%

2%

3%

4%

4%

4%

4%

3%

3%

4%

3%

4%

5%

6%

6%

8%

7%

7%

3%

4%

5%

5%

5%

5%

5%

5%

0%

1%

1%

1%

1%

2%

2%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

不明
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３．第２回意見聴取の結果
６）特に重視すべき項目の分析②（年代別）

○10代が最も「①～⑤道路整備による効果・改善点」を重視しており、年齢の増加とともに、「⑥～⑬配慮すべき
点」を重視する割合が増加している。

重視すべき項目×年代

①通行止め時の代替路を確保できること。
②交通の安全性が向上できること。
③主要な産業拠点（石見臨空ファクトリーパーク・国営農

地）への速達性が向上できること。
④観光拠点（萩・石見空港）及び観光地間（益田～萩間）

の速達性が向上できること。
⑤救急医療機関へ早く、確実に輸送できること。

⑥大気質騒音等の生活環境への影響が改善すること。
⑦自然環境への影響が少ないこと。
⑧移転等が必要な家屋が少ないこと。
⑨集落との連絡性に優れること。
⑩工事中の交通規制等が少ないこと。
⑪建設に要する費用が少ないこと。
⑫維持管理に要する費用が少ないこと。
⑬その他

道路整備による効果・改善点

配慮すべき点

（N＝67）

（N＝647）

（N＝1,404）

（N＝2,545）

（N＝3,026）

（N＝3,199）

（N＝2,918）

（N＝506）

N=14,312

※重視すべき項目は複数回答



15%

15%

15%

15%

14%

15%

13%

13%

12%

14%

17%

12%

21%

15%

15%

12%

6%

19%

13%

15%

17%

16%

14%

15%

13%

14%

14%

13%

13%

15%

2%

1%

1%

2%

2%

3%

3%

4%

4%

6%

9%

4%

3%

2%

3%

2%

2%

3%

3%

3%

3%

3%

2%

1%

4%

4%

4%

3%

5%

2%

5%

7%

6%

7%

8%

5%

4%

4%

4%

6%

6%

4%

1%

2%

2%

2%

1%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日

週2～3回程度

月2～3回程度

ほとんど利用しない

利用したことがない

不明
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３．第２回意見聴取の結果
７）特に重視すべき項目の分析③（利用頻度別）

○利用頻度が高いほど、「②主要な産業拠点（石見臨空ファクトリーパーク・国営農地）への速達性が向上できるこ
と」を重視する割合が高い傾向。
○利用頻度が高いほど、「①～⑤道路整備による効果・改善点」のカテゴリを重視する割合が高い。

重視すべき項目×利用頻度

①通行止め時の代替路を確保できること。
②交通の安全性が向上できること。
③主要な産業拠点（石見臨空ファクトリーパーク・国営農

地）への速達性が向上できること。
④観光拠点（萩・石見空港）及び観光地間（益田～萩間）

の速達性が向上できること。
⑤救急医療機関へ早く、確実に輸送できること。

⑥大気質騒音等の生活環境への影響が改善すること。
⑦自然環境への影響が少ないこと。
⑧移転等が必要な家屋が少ないこと。
⑨集落との連絡性に優れること。
⑩工事中の交通規制等が少ないこと。
⑪建設に要する費用が少ないこと。
⑫維持管理に要する費用が少ないこと。
⑬その他

道路整備による効果・改善点

配慮すべき点

（N＝2,206）

（N＝1,949）

（N＝4,630）

（N＝4,628）

（N＝679）

（N＝220）

N=14,312

※重視すべき項目は複数回答


